
012016  JANUARY Always with a Smile!

0 5 1020 5 102
配置図 ・ 平面図

ロビー

計画建物

プロムナード

駐車場

女川駅

多目的
ホール

商店街・復興店舗等

商店街・復興店舗等

入口

ウッドデッキ

多目的室A
音楽スタジオA

音楽スタジオB多目的室B

会議室

調理室
事務所

ウッド
デッキ

キッズ
コーナー

図書
コーナー

施 工 地／宮城県牡鹿郡女川町女川浜字大原1番地36
竣工年月／平成27年12月
敷地面積／2,793.65m2

延床面積／1,333.83m2

構　　造／鉄骨造 平屋建

まちなか交流館女川町

居心地の良い、まちの居間

ぬくもりの空間

　東日本大震災の発生から間もなく５年を迎えようとしております。東北の被災地では復
興の槌音が響き、新たなまちづくりが進められておりますが、いまだに仮設住宅での避難
生活を強いられている方も多く、復興事業のスピードアップや人口の流出、産業・なりわい
の再生など被災地の再建に向けた課題はいまだ多くのものがあります。
　東日本大震災で大きな被害を受けた宮城県女川町は、女川町復興計画に基づき、高
台に住宅地を整備し、まちの中心部に公共・商業・観光施設を集約して、幹線交通機能
を中核に地域連携を図るコンパクトな市街地形成を目指し復興を進めております。なかで
も、ＪＲ女川駅を中心とするまちの中核を担う商業・観光エリアには、駅舎から女川湾に向
かって伸びるシンボリックなプロムナードを設け、沿道に商業施設の集積を図り、町民や
来町者が訪れ集う交流の場を創出しております。　
　プロムナード沿いに建つ「女川町まちなか交流館」は「居心地の良い、まちの居間とな
る賑わいの交流拠点」をコンセプトに、地域を結ぶ開放的な施設を目指し計画しました。
多目的ホールやロビーは外部空間とのつながりを意識しプロムナードへの透明性を確保、
デッキスペースや軒下空間と共に施設内外での活動がまちに溢れ賑わいを生み出します。
ロビーを中心に配置した音楽スタジオや多目的室・調理室・キッズコーナーは、幅広い年
齢層の利用に応えながら世代を超えた交流を促し、居心地の良いまちの居間として地域
の笑顔を育みます。

ハイサイドライトからの柔らか
な陽光が差し込むロビーは、天
井に木ルーバーを採用し木を
線として表現し“女川”という文
字をイメージしデザインいたし
ました。柱の側面や壁面を白
色にして木質感を引き立てた
空間は、温かみのある憩いの
場として来館者を優しくお迎え
します。また隣接する会議室も
同様のデザインとして施設内
の空間のつながりにも配慮い
たしました。
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